
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

  岡山市新庁舎 基本設計（素案）  令和 3（2021）年 1月 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
基本設計段階であり、今後実施設計を進める中で変更が生じることがあります。 
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２ 交流・協働機能

新庁舎は、広場・公園と併せて市民の憩い・集いの場となるとともに、まちづくりを担う協働の場

としての環境を整えることが求められます。  

 

  

 

 

（１）市民の憩い・集い・交流の場
・市民ホールや展示スペースなどを低層部

または最上階などの展望フロアに設け、

カフェ、レストラン、コンビニなどの店

舗を併設させるなど、市民が日頃から憩

い、集い、交流できる魅力的な空間を設

けます。 

 

 
 

・市民が参加するまちづくりや市民との協

働を支える機能として、会議室等の協働

スペースを設けます。 

 

 

 

 

 

 

 

・エントランスホールや市民ホール、屋根

付き広場では、演奏会、パブリックビュ

ーイングなど、イベントで多くの人が集

まることができる多目的な空間を設けま

す。 

 

 

 

 

○市民に親しまれる庁舎 
○人と人、人とまちをつなげる庁舎 

整備方針 

大型ビジョン 

市民協働スペースの事例（氷見市庁舎） 

活動展示 

屋根付き広場の事例（長岡市庁舎：施設 HPより） 

庁舎内のカフェの事例（町田市庁舎） 
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３ 執務機能

人口減少や少子高齢化など社会構造の変化や、ＩＣＴ・ＡＩ・ビッグデータ等デジタル技術の進展

やグローバル化、社会的な働き方の変革などに起因し、求められる行政サービスは多様化・高度化し

ています。このような将来の変化にも柔軟に対応しながら質の高い行政サービスに寄与できる執務環

境が求められます。 

 

  

 

 
 

 

（１）オープンな執務空間
各課や部を遮る壁がなく、執務フロア全体を見渡せることできるオープンフロアを基本としま

す。部局を超えたコミュニケーションの活性化を促進し、組織力向上を図るとともに、将来のニ

ーズに応じたレイアウト変更や用途変更に柔軟に対応できる可変性を持たせます。 

（２）ユニバーサルレイアウト
柔軟な組織変更や執務空間の効率化のため、ユ

ニバーサルレイアウトを基本とし、将来的には、

その日の業務に応じて働く場所を決めるグルー

プアドレスやフリーアドレスに移行できる環境

とします。職員間のコミュニケーション向上や業

務内容に応じたフレキシブルなチーム編成にも

対応し、業務の効率化を図ります。 

（３）多様な働き方ができるミーティングスペース
数人が集まって行う共同作業、個人で集中できるスペース、立ったままで執務や打合せができ

るなど業務内容に合わせて選べる多様なミーティングスペース・ワークスペースを配置します。

特定のミーティングスペースは、良質な行政サービス提供のために職員が休憩時間にリフレッシ

ュする場としても活用できるものとします。 

 

 

 

 

 

 

ユニバーサルレイアウトの事例（渋谷区庁舎） 

○機能的な執務空間 
○コミュニケーションが活性化するレイアウト 
○だれもが働きやすく、快適な執務環境 
○将来の変化にも柔軟に対応できるフロアデザイン 

業務内容に合わせて選べる多様なミーティングスペースの事例（左：渋谷区庁舎 右：総務省） 

整備方針 
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（２）情報発信、おもてなしの場
・デジタルサイネージや大型ディスプレイの設置や、スマホで必要な情報をダウンロードできる情

報コーナーなどを設け、市政情報、観光情報だけでなく、人と人をつなぐ交流・協働のきっかけ

となる環境を整えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・岡山の歴史や文化、芸術、スポーツ、地産品など、岡山の魅力を感じられる展示・イベントによ

って、訪れる人が岡山らしさを体現できる空間をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民やビジネスなどで訪れた人が、休憩や待

合せ、打合せなどに気軽に利用できるラウン

ジスペースを設け、Ｗｉ－Ｆｉ利用や飲食も

可能な空間とします。 

 

 

 

 

 

 

  

待合せ等に利用できるラウンジの事例（延岡市庁舎） 

地産品展示の事例（長崎県庁舎） 展示スペースの事例（長崎県庁舎） 

電子ディスプレイの事例（武雄市庁舎：市 HPより） 展示パネルと連動して情報を表示（東京都庁舎） 
7 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（４）ユーティリティスペース
文具、用紙などの消耗品、コピー機やシュ

レッダー、リサイクルボックスなどの共有物

や給湯、自動販売機などのリフレッシュ設備

を集約して配置することで、執務スペースを

有効活用するとともに、アウトソーシングも

含めた調達事務の見直しを検討します。 

 

 

（５）効率的な会議スペース
複数の会議室を特定のフロアに集約し、予約システムなどによって効率的に運用する仕組みと

します。各会議室にはモニターを設置し、Ｗｅｂ会議やペーパーレス会議に対応することで、会

議や準備の効率化を図ります。  

＜従来型レイアウトとユニバーサルレイアウトの比較＞ 

会議室予約システムの事例 

文具・コピー機などを集約した事例（渋谷区庁舎） 

 

Web会議（ペーパーレス会議）の事例 

2. 交流・協働機能

危機管理室

物資備蓄スペース

仮眠室・休憩室
災害対策本部室
（総括事務本部）

関係機関調整室

消防局・指令室
（消防本部）

消防局
(消防本部 )

市長室関係機能

災害対策本部会議室

北区・災害対策本部

同一フロア

隣接

上下フロア

情報の伝達

凡例

○機能的な執務空間
○コミュニケーションが活性化するレイアウト
○だれもが働きやすく、快適な執務環境
○将来の変化にも柔軟に対応できるフロアデザイン

○だれもがアクセスしやすい庁舎
○市民が日頃から憩い、交流の場となる公園・広場
○まちのシンボルとして、市民が誇れる自治体の顔となる庁舎

○市民に親しまれる庁舎
○人と人、人とまちをつなげる庁舎

○災害対応の司令塔となる防災拠点機能の充実
○円滑な災害対応ができる空間構成
○防災拠点としての耐震安全性と業務継続性の確保

市民窓口機能

執務機能

周辺施設・まちづくり

交流・協働機能

防災拠点機能

○わかりやすく利用しやすい窓口
○お待たせしない窓口
○ ICT（情報通信技術）を活用したスマート窓口

１１

４４

２２

３３

５５

＜庁舎整備の基本理念＞

＜機能別整備方針＞

１　市民に親しまれるおもてなしのある庁舎
　　~ユニバーサルデザイン、市民交流の場の創出

２　安全・安心、災害に強い庁舎
　　~防災拠点の整備

３　将来の変化に対応できる機能的・効率的な庁舎
　　~行政サービスの向上と事務の効率化

４　自治体の顔・まちづくりの拠点となる庁舎

５　環境に配慮した庁舎

大屋根ひろば大屋根ひろば

議場議場

段々ひろば段々ひろば
新大供公園新大供公園

　新庁舎は、「本庁舎整備等基本構想」における５つの基本理念
と、「本庁舎等整備基本計画」における５つの整備方針を踏まえ
計画します。

市民協働スペースの事例市民協働スペースの事例

ユニバーサルレイアウトの事例ユニバーサルレイアウトの事例

展示スペースの事例展示スペースの事例

Web会議Web会議
（ペーパーレス会議）の事例（ペーパーレス会議）の事例

5. まちのシンボルとなる庁舎のイメージ（北方面から）

5. 交流の場となる公園・広場のイメージ

1. 市民保険年金課の窓口イメージ 3. 執務機能

4. 防災拠点の構成イメージ
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新庁舎新庁舎
高さを抑える高さを抑える

青空への抜け青空への抜け

みどりの連続みどりの連続

公園への逆流
吹き降ろし
公園への逆流
吹き降ろし

高層高層

南南北北

風速

中層中層

周辺 ➡ 安定した風環境周辺 ➡ 安定した風環境 南南北北

風が自然に流れる
セットバック形状
風が自然に流れる
セットバック形状・  庁舎の活動が緑の中に表出する景観

　　敷地北側に、緑豊かな市民ひろば（段々
ひろば・大屋根ひろば）を配置するとと
もに、庁舎北面に議場やワークラウンジ、
展望テラス等を配置し、様々な活動が市
役所筋の正面に重層的に表出する景観を
創出します。

・  市役所筋に空が広がる中層庁舎
　　庁舎の高さを極力抑え、市役所筋から

青空への抜けをつくる景観とします。ま
た、庁舎外壁を傾斜させることで、市役
所筋からの視線や風を受け流すイメージ
で快適な環境形成を図ります。

3　烏城公園・岡山城天守閣と対を成す
         空間構成・デザインと視点場の形成

・  公園から中心市街地までスケールの異なるま
ちを見渡せる立体ひろば

　　庁舎と一体になった屋内外の高低差をも
つ “ひろば” を生み出し、それぞれの視点
場から周辺市街地の様々な表情を楽しめる
ように計画します。

・  烏城公園に「見立て」た空間構成
　　新大供公園と市民ひろば（段々ひろば・

大屋根ひろば）の構成は、岡山城の一二三
の段と呼ばれる本丸の構成をモチーフとしま
す。

・  岡山らしさ
　　外観は岡山城の屋根の重層性をモチーフ

に、庇が重層するデザインとし、城の色彩
や地元産材を取り入れたデザインとします。

1　岡山駅～市役所筋～大供交差点
　　　　　　　　       ～ 新大供公園・市民広場・新庁舎
　　「人」が集まり、「まち」と繋がる立体回遊広場を持つ庁舎

・  「人・空間・機能」の相互作用を誘発する立体回遊広場
　　新大供公園・市民ひろば（段々ひろば・大屋根ひろば）等様々

なスケールの広場は、庁舎機能（市民・議会・行政）・利便施設 
・ 駐車場と結びついた立体回遊広場となり、「人・空間・機能」
の相互作用が生まれる魅力的な庁舎を実現します。

・  まちをつなぎ、賑わいを創出する利便施設
　　新大供公園や段々ひろばに面し、東西の街路からもアプロー

チが可能な利便施設は、人が集い、活気のあるまちの賑わいを
庁舎（市民ホールや大屋根ひろば）へ誘導し、回遊性を高める
役割を果たします。

・  新大供公園を介して庁舎とまちをつなぎ、様々な活動・人の流れ
を受けとめる受け皿

　　新大供公園、市民ひろば、庁舎のコラボレーション機能をひな
壇状に連続させ、様々な特徴を持つ場を提供することで、市民の
様 な々活動を受け入れます。 

1「人・空間・機能」の繋がりと相互作用

2 市役所筋からの風や視線が抜ける形状

3 烏城公園・岡山城天守と対を成す新庁舎の空間構成・デザイン

展望テラス（１５階）展望テラス（１５階）

屋上テラス（6階）屋上テラス（6階）

議場（４階）議場（４階）

大屋根ひろば（2階）大屋根ひろば（2階）

段々ひろば（中２階）段々ひろば（中２階）

新大供公園（１階）新大供公園（１階）

傍聴ロビー（５階）傍聴ロビー（５階）

ワークラウンジワークラウンジ
（１4 階～８階）（１4 階～８階）

2　「緑 ＆ 庁舎の活動（市民・議会・
行政）」がシンボルとなる庁舎を

          市役所筋の正面に配置

ひろば新庁舎

機
能

空
間

人
外部

市民

行政機能を
支える

行政機能を
支える

執務室・窓口

行政

庁舎機能

まちをつなぐまちをつなぐ
公園と庁舎をつなぐ公園と庁舎をつなぐ

市民ひろば

半屋外

利便施設
段々ひろば・大屋根ひろば

市民
外部外部

市民
外部
市民

周辺施設と
つながる

ひとが集まる
新大供公園大供交差点

◀市役所筋

内部

市民協働する市民協働する

「人・空間・機能」の相互作用「人・空間・機能」の相互作用

議会

路面電車の延伸予定

市役所前
保健
福祉会館

大供交差点大供交差点 段々ひろば段々ひろば 大屋根ひろば大屋根ひろば 陽だまりのひろば陽だまりのひろば新庁舎新大供公園新大供公園

新庁舎新庁舎大供
交差点

新大供
公園
新大供
公園

緑陰のひろば緑陰のひろば東西をつなぐ
利便施設 車寄せ・ロータリー

陽
だ
ま
り
の
ひ
ろ
ば

陽
だ
ま
り
の
ひ
ろ
ば

◀市役所筋

N

県
道
21
号
線

県道173号線

南
側
道
路

東側道路

市民
ひろば
市民
ひろば

新大供公園を焦点とした
オープンな空間

イベントイベント

協働 コワーキングコワーキング

カフェ ショップ

P
ロータリー エントランスホール

待合ひろば
段々
ひろば

大屋根
ひろば

屋上
テラス
議会

通り抜け
動線

テラス

◀市役所筋

窓口

執務

公園公園

段々ひろば段々ひろば
大屋根ひろば大屋根ひろば 屋上ひろば屋上ひろば天守天守

下の段下の段

中の段中の段

本段本段

新庁舎新庁舎

重層的に広場が連続
（一二三の段）

濃灰色・白色/屋根の重なり
/セットバック形状

重層的に公園・広場が連続
（公園～段々ひろば～屋根付きひろば）

濃灰色/庇の白色/庇の重なり
/セットバック形状

岡山城岡山城 新庁舎新庁舎

空
間
構
成

外
観
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1-2.　設計コンセプト

1-2．設計コンセプト

「人」が集まり、「まち」と繋がり、「歴史」を重ねる「丘のような庁舎」「人」が集まり、「まち」と繋がり、「歴史」を重ねる「丘のような庁舎」

庁舎イメージ ( 北西側から )



商業地域
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商業地域
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商業地域
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500
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商業地域
建ぺい率 80％
容積率 500％
防火地域

商業地域
建ぺい率 80％
容積率 400％
準防火地域

商業地域
建ぺい率 80％
容積率 600％
防火地域

廃道予定
範囲

容積率
建ぺい率

新大供公園
敷地境界
(予定 )

新庁舎
敷地境界

新庁舎
整備事業

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
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～
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整備事業
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計
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計
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変
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し
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計
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き

新
庁
舎

　
新
築
工
事

鹿
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車
場

　
　
解
体
工
事

供用開始

敷地概要 全体スケジュール（予定）

S=1/9000S=1/9000
敷地周辺の状況 用途地域図

凡例

建築概要

計画地 ：岡山市北区大供一丁目 1 番 1 号　他

用途地域 ：商業地域

防火指定 ：防火地域　　/　準防火地域

敷地面積 ：5,997 ㎡　/　7,928 ㎡　合計：約 14,000 ㎡

指定容積率 ：500％　　/　　400％　　加重平均：443％

指定建ぺい率 ：80％　⇒　90％
（角地：10％緩和）

周辺道路等 北側：新大供公園（整備予定）
東側：市道現況幅員 15 ｍ　
南側：市道現況幅員 6m（拡幅予定）
西側：市道現況幅員 11m（拡幅予定）
　　　県道 (173 号線 ) 現況幅員 36m

主要用途　　　 ：庁舎

構　造　 ：鉄骨造（一部、鉄骨鉄筋コンクリート造
　および鉄筋コンクリート造）
　中間免震＋制振構造

階　数 ：地上 17 階（中 2 階を含む）
　地下 2 階

最高高さ ：約 87 ｍ

建築面積 ：約 5,000 ㎡ （建蔽率 約 36％） 

延べ面積 ：約 56,300 ㎡

容積対象面積 ：約 50,000 ㎡（容積率 約 360％）

駐車場　 ：地下駐車場　128 台　　
　大型車用駐車場　4 台
　搬入用駐車場　26 台

駐輪場 ：駐輪場　122 台

約１km

杜の街づくり
プロジェクト
( 建設中 )

計画地

下田町公園

枝川緑道公園

西川緑道公園

岡山
シンフォニー
ホール東中山下

公園

総合病院

百貨店
百貨店

路面電車

表町商店街

岡山芸術創造劇場
（建設中）

下石井公園大型商業施設

岡山駅

石山公園

岡山後楽園
岡山城
岡山県立
図書館 岡山県庁

山下設計 丸川建築設計共同企業体 1．計画概要・ 2021_01 岡山市新庁舎　基本設計 (素案 ) A-31-3．敷地・建築概要・スケジュール

1-3．敷地・建築概要・スケジュール




